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右田清治:中国の張定民先生の死去を悼む SeijiMIGITA: Zhang Ding Min (1926-1986) 

/リ主主舶に関しての多くの論文があり ，また「部類養

殖学JI昆布主主殖学JI海部栽培学」などの中国におけ

る教科告的著訟を執筆されている。

最近，先生は学術視察などの目的で 41到来日され，

水産関係の多くの研究者と親しく交流を持たれてい

る。長崎にも山東海洋学院の海洋調査船「東方紅」で

視察団の刑団長として来訪された。

張先生は，多くの日本人が通った旧制中学の青島IJ!百

楽学校の卒業で，日本語Iζ大変精通されていた。その

ため，中国コンブ養殖の担lである大槻洋|引郎先生の誹

義をはじめ， 1=1*の多くの研究者の背E誌における諮

義， 講演の通訳をされてきた。 ~~、も In， 1'1::5 ) J I~~国科学

|涜海洋研究所で21':11目!の誹演を先生lζ通訳していただ

いた。 また ， 背島は 1:1: 1国の海洋 ， 水産M先の ~Iこi心的者j\

1:1:1凶山東海洋学院の張定民先生が1986年7月22日fC mであり ，岡地を訪れた多数の日本人が先生のお世話
急死された。享年60歳であった。1:1:1国科学院海洋研究 になっている。研究者以外lζ，一般の日本の商社，観

所の任先生，大述水産学院の郭先生の便りでは，日長先 光団のお世話でも先生は多忙を極めておられた1:1.:1承っ

と1=は山東省威海市Kワカメ種世i培技の指導K行かれ， ている。乙のような日1:1:1両国間の科学技術交流を通じ

7月16日青島への帰途に， I.Li東半島の突怖に近い文澄 ての功積lζ対して，9L~先生は中国政府決牧漁業部 ， IJI 

という所で，雨でパスが転落し胸部lζ重傷を負われ， 東省などより表彰を受けておられるとのことである。

治療の甲斐なく 6日後に死去された由である。 以上のように，張定民先生は務類養殖の1:1:1国におけ

張先生は，19261:1二2月19日lζ青島市に'1:まれ， 1950 る第一人者であったばかりでなく ，E111:1友好にも献身

年に 山東大学水産学部(現在の I.Li東海洋学院)を卒 的な貢献をされた方であり ，101 本人lζ寄せられたど好

業，そのまま現在まで伺校に残り，水産植物学とくに 意に対し深く感謝Iの)'Jを表し，先生のど冥i，'iiを心より

務類養殖の講義，研究を担当されていた。研究分野で お祈り咋lし上げる。

は「流速と昆布生長との関係」などコンブ，ワカメ (852長崎市文教I¥Ij 長崎大学水産学部)




